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YA 23 教諭 0・18 :青森県弘前市 18・22 :東京都 22・:青森県弘前市
YC 23 会社員 0・:青森県弘前市
YF 25 学生 0・18 :兵庫県姫路市 18-大阪府池田市
1.2. 談話情報
〔表 2)
話者 話者聞の関係 収録時間 談話の展開
老ー老 SA-SC 夫婦 31 分 SC 主導
老ー若 SA-YA 祖父と孫 33 分 YA が質問、 SA が答える
老-調 SA-YF 初対面 39 分 YF が質問、 SA が答える
若ー若 YA-YC 同年代 42 分 ほぽ同量の発話





















(1) SA は、方言話者である SC ・ YA にはワ系・オラ系、 YF にはオラ系・ワタシ系
の切換えがみられる。




































ドゴデ*2 _ 2 
ハ(ン)デ1 ・ 5 - 56 31 
*1 ノデはンデを含む。
*2 ドゴデは古い形式と意識されており、 YA は使用せず、ハンデのみを用いる。
ー 13-
津軽方言話者のスタイル切換え
(1) SA は、《対若》にハ(ン)デ・ドゴデという方言形式を用い、対 YF にカラを使用
するといった切換えが見られる。
(2) YA は、対方言話者(SA . YF)にハ(ン)デ、《対調》にカラ・ノデを使用するとい
った切換えが見られる。
(3) YA は共通語「ノデ」が不自然となる発話(1 例)以外はノデ(ンデ)を使用している。
なお、下に示す (1) が不自然なのは、心内発話を示す助詞とのフレームに入っ




























(a・2) YA は (2) から、カラ・ノデ(ンデ)の両形式を共通語マーカーと位置付け、さ
らに (3) の結果から、ノデ(ンデ)がより丁寧な形式であるといった意識を持っ
ていると思われる。
(b) SA ・ YA の切換えの違いは、形式の対応関係においても現れる。
(b-l) SA では、ノデの使用が見られないため、ハンデ・ドゴデ=カラといった対応
関係を持っていると考えられる。
















ケド類* 1 司 4 
ノミッテ 2 
ドモ*2 _ 1 















(2) YA は、方言話者である SA ・ YC にはパッテとケド類を、《対調》にはケド類の
みといった切換えを行っている。
(3) YA の《対調》におけるケド類は 82%(75/91 例)が言いさし表現(し、わゆる終助詞
的用法)によるものである。
(3J 























対調 対若 対老 対調
ナイ ・ 1 15 ・ ・ 30 
ネ(一) 9 21 1 81 43 
ホ I 表は「ではないか」相当以外の否定表現を集計したものである。「ではないかj は次節で扱う。
(1) 内省調査の結果から、 SA. YA ともに、ネ(一)とナイを音声的な変異ではなく、
形式的な変異と意識している。
(2) SA は、連続的な切換えではあるが、方言話者(SC ・ YA)にはほぼネ(一)を用い、
《対調》ではナイに切換える。


























老 (SA) 若 (YA)




デネ(一)ガ s 3 2 








(a) SA の《対調》の切り換えのあり方として、( i }文の構造自体を切り替える場合、
(五)対応置換によって形式を置き換える場合の 2 通りが考えられる。
( i ) 津軽方言には助調「ハ」を介する否定構文がない。しかし、「ハJ を介し(=
ジャ)









(c・ 1) SA で使用されたデナイガが l 例のみであるため分析が困難であるが、助調「か」
が「ガ」で実現されていることも注目に値する。つまり、「デナイ主J で実現されるこ
とがあるとすれば、下図のようなといった切換え方が考えられる。















老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ガ 8(40) 12(12.5) 10(16.4) 46(93.9) 
φ 8 16 12(60) 84(87.5) 51(83.6) 3(6.1) 
(1) SA は方言話者(SC • YA)では fガj が使われず、《対調》で使用される。

































65(94.3) 47(94) 18(56.2) 
(2) SA は、《対調》で「ヲ J の使用への切換えを行ない、省略の割合が低くなる。
(3) YA は、《対調》では「ヲ」の使用率が高くなり、 SA と同様に省略の割合が低く
なる。









老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ニー 6 13 ・ 1 16 
サ 4 5 1 37 49 
*1 表には方向格のほか、変化の結果(~になる)など、共通語「にJ 相当の用法を含む




(2) SA の《対若》における「ニj は、人の存在(，，-，にいる、 5 例)、変化の結果(，，-，に
なる、 1 例)である。
(6) 人の存在
139YA: どんだんだべな。 (SA 笑)もうちょっとでねが。 M(人名)どな、 T(人名)な。 (SA んー)K(人
名)も分がるベ?
→140SA:K(人名)も分がる。 K(人名)、 P リーグ!三いだとぎがら (YA: んー) S(チーム名)!三いだとぎ
がらな。 〔老一若〕
(7) 変化の結果
085YA: ん一、 M(人名)だはんでわ J(学校名)で一年生の時 K(大会名)さ行ったつきや
(SA: んー)そん持に一緒に来てったんだだはんで K(大会名)さ。 (SA: んー)生で
見だんだ M(人名)とぱ。 (SA: んー)やっぱおつきおつきがったよ。 (SA: んー)他の選
手よりも。
→086SA:M(人名)だぱあれい一選手主主主んでねが。 〔老一若〕






















.r-: 2 12 1 52 28 
ピョン *2 1 4 1 3 1 
*1 確認要求用法は見られない。
*2 r ピョン」は「ベ」に文末詞「オンJ が下接した形式である
対調























(b) 確認要求用法も、フォーマル場面では避けられるものと思われる。 SA、 YA は





老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ノ、 6 49 9 19 56 
ダパ 4 14 17 12 
キャ 8 3 
(1) SA. YA ともに連続的な切り換えである。
(2) SA の《対若》での[ハ」は、 6 例中 4 例が直前の YA の発話(質問)で「はJ が
使用されている場合である。
(11) 
033YA: だんで野球す、お母さんがら間いだんだけど一、野球だはんで、 (SA: ん)あの H


















〔表 15*1 SA の対調における丁寧形式を含む発話と他の形式〕
項目数 方言形式 共通語形式 方言の項目




発話 2 1 ・ 1 ・ ニ格
発話 3 1 - 1 - 否定辞
発話 4 1 ・ 1 ・ 原因・理由形式
発話 5 1 ・ 1 ・ ニ格
発話 6 1 ・ 1 ・ 逆接形式
*1 表は、 SA の対識の丁寧形式を含む発話中に現れる項目(本稿で扱った項目)において、方言
形式と共通語形式のどちらが使用されているかを示したものである。丁寧形式が使用され
た 17 発話中lJ発話は切換えに与る項目がない。
(1) 表 14 から、 SA. YA は対方言話者には丁寧形式が使用せず、《対調》にのみ使
用することが分かる。
(2) 用例数は少ないが、表 15 のように、丁寧形式が使用されている発話では、他の
項目も共通語形式に切換えられている。




→OlOSA: んーと、林檎回、林檎の作業主かかるからー (YF: は一一)大体あのばら



















ンタ 7 4 2 
ホ 1 談話では連体形のみ使用されている。
(1) SA、 YA ともにカテゴリカルな切り換えがみられる。切換えの実例を、 YA の発
話で代表して以下にあげる。
(13) 
030SA: 青年団だな一。 (YA: おーおーおー)青年回ってどら二十、ニ+、二十二、三がら、
二十四、五ぐらいまでだべな一。 (YA: んーんー)ん一。
→031YA:へば今で言えばそいごそ草野ままみてんたもんだんだべ。
















(1) YA において方言話者(SA • YC)のッツ(一)、《対調》のテイウといったカテゴリ
カノレな切り換えがみられる。
(15) 




→115YA: あ一。 (YF んー)じゃあ、ラグビーはあのけっこ[結構]好きなんで見に行ったりしたん




































(b・ 1) r方言形式対共通語形式j といった観点で見ると、 SA の切換え方は、 rSc ・
YA 対 YFj という切換え、 rSc→YA→YFj のような連続的な切り換えであり、
2 つの方言形式による切換え(方言体系内部での切換え)は見られないσ
(b・2) YA の切換えも方言体系内部での切換えは見られず、 ryC ・ SA 対 YFj と ryC→
SA→YFj といった切換えである。























(e・ 1) (a・ 1) の rSc ・ YA 対 YFj rSA ・ YC 対 YFj といった対立から、改まり・親疎
開保を基準~-bキ現り替たぞいる」も考えられる6
(e・2) しかし、当該方言の場合、「方言話者 対 非方言話者」といった対立の可能
性もあり、検討する余地がある。
















阿部貴人 (2001) W青森県弘前市方言話者の標準語スタイルの記述 ーコード切り替
えの観点から一』大阪大学大学院文学研究科修士論文


































































































































































































α凶A: 回縞えは早い人で 5月の末頃がなー。 5
月の 20日ごろかなー何F: はー)早い人 ω
で。 (YF :えー)遅い人で 5月、の末頃
なるな一。
ω7YF :ん一。で}、草取ったりして (SA: ん)全部
倒活A: 品種は一番多いのは、フジ、フジだね0
02IYF :フジ、は一、フジ以外にも。

















ω4SA :λrー (YF :えー)木紘
ω釘F: はい、え、木箱ですれ
はじゃ稲刈りとカヰまいつ頃に。 ω6SA:ん
α際込:稲刈りも あります。 ωπF: どれぐらいの大きさですっ品、
仰YF: えー。十月ぐらいにもう できるんですか? ω蹴:んーと、高さは一、高さは知センチぐらい
飢侭A: んーと、材檎さ林檎の作業にかかるから で σF: え)ん、長さは、どのぐらい、なるの
一円F: は-)大体あのばらばらです (YF: が。
え)あの作業比 作F: あ}ー)田んぼの作 ω，9YF:あー。この机の、半分ぐらいですカ弘



















































































019Yむ:あー。 例8YA: ひゃー しばらぐ陸上だんず?
側YA: おめも忙しんす1 仰YC: 分かんねー。来年何さなるがとが、まず分か
一位符~喜一金石央官号宅v鵬ζ一残業ぅ宅寸らる相手________lu盆竺&也、な

































調査日時:笈政再3月 17日 | ωlYF: あっ、そうですよね。
調査場所 :YAJ宅 I <B2YA: は凡 師:へー)で、泊まったのが京都に
話題 :YAIJ)立主→野球→ 大学生活→ こ| 泊まったんで、
とばの違い I 033YF: あっ、京都だったんですれ
ω4YA: はい。あの、選手はちゃんと本当の兵庫に
∞lYF :それでは初めまして。 (YF :えー)泊まるんですけどo ~筒愛は京都
002YA: 初めまして。 に泊まって。
003YF :え一、安藤さんと 同じ大学で勉強してま ω究F: へ「で、大学の時もずっと体育会の方で。
す、 N(.，人名)と 申しますュ ω町'A:はい。大学の時は軟式野球ゃったんですけ
αl4YA: あっ、 1 ど。 作F: えー)はむ、
肪YF: えーと、今は、今は非常勤干なさってるんで ω7YF :ほー。軟式野球ですと 大会っていうのはや
すか。 っぱり 6大学とかであるんですれ 6大学じ
蜘YA: はい。い、 1年間の非常勤です。 ゃないですけどあのー東京の大学リーグ
ω7YF :あ、そうなんです功、 l とれ
明YA: は凡 ω8YA: あ、一応リーグがあって一、で、それで勝
仰YF: な、科目、と言うか教科l丸 ったら全国大会、作F: はー)があるんで
010YA: 保健体育です。 すけと二
OllYF :あー、ずっと保健体育。 ωYF: どれぐらい沢山大学がでやってるんで
0l2YA: はb 、。 す語、
013YF :へー。スポーツはずっとなさってるんです 例。YA: で付2一。もう全国の大学作F: へー)が
カも ありますけ乙
014YA: は川野球やってます。 例lYF :へー。一番の例えば高校ですと 甲子園つ
01買F: はー。何歳ぐらいからですれ て感じですけど (Y: えー)大学ですとどこ
016YA: もう小学校入る前から。は凡 でやるんですれ
0l7YF :ほ o ずっと高校大学、中高大と。 042YA: あの、硬瑚まわかんないんですけど作F: え
018YA: はνL そうです。 ー)軟式野球は、その、その年によって全国
一--{)限界÷ム「一手4ι弘前{;;-いら~たん"\!T友会のぞる握由里違う五2全性l:::._1YE_;_
カも





















んですけど。 (YF :えー)で、 3回優勝した
んですけど。
開YF: へ}、すこ九、で付';1-，。
ω8YA: 一年の時が宮城で(YF :ほー) 全国大会ゃっ
て一、 (YF:えー)で、二年の時が大阪でやっ
て師:ほー)、で、四年の時地帯林県でやっ
たんですけど。
049YF :ほーロ大阪は大阪市内の方ですカ'\，
mσYA: です。
-32-
